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要旨要旨要旨要旨 

本研究を行うきっかけとなったのは、日本語教師としての仕事上の関心と必要性である。

稿者は、日本語学習者(以下、学習者)の「日本語の会話が上手になりたい」という声をよ

く耳にした。いかにして学習者の思いを達成することに貢献できるだろうかと、興味を持

ったことが本研究のきっかけである。 

本研究では、学習者と母語話者（以下、NS）との接触場面で、相互理解と交流を深める

ために、どのようなことばを使って会話をし、二人の関係が構築されていくのかという点

に着目した。Fan(1992)は、相手言語接触場面の場合、非母語話者が「言語ゲスト」とし

て NS に発話形成を助けてもらったり、NS が「言語ホスト」として会話を開始・展開さ

せたりするといった「言語ホスト・ゲスト」の関係が成立するとしている。本研究では、

学習者と母語話者との会話参加のやり取りから、言語能力の違いがある二人の関係は「言

語ホスト・ゲスト」という非対称関係から変化するのだろうか、変化するなら、変化のき

っかけは何かを課題としてそのプロセスを記述し、その変化の要因を探ることを目的とす

る。本研究の目的は 3 点である。 

(1)学習者と母語話者のやり取りで、非対称関係が変化するプロセスを記述する。(2) 学習

者と NS のやり取りで、変化の要因を明らかにする。(3) 二人の関係が構築するプロセス

を記述する。言語能力の違いがある会話参加者が、お互いにどのような行為により関係を

構築していくのかその様相を分析し記述することは、日本語教育分野においても有効であ

ると思われる。 

本研究で使用したデータは、学習者と NS の 1 対 1 のペア 4 組で、初対面会話から 3 回

に及ぶ各 30 分間の自由会話を収集し、文字化した資料、および、フォローアップ・イン

タビューである。調査協力者は 20代から 30代の女性同士である。学習者の日本語レベル

は中上級である。分析方法は、グローバルな視点とローカルな視点から行った。グローバ

ル分析では、各ペアの話題展開の頻度と割合、話題を開始する発話の種類の頻度と割合、

発話の連鎖に注目するイニシャティブーレスポンス分析（以下、IR 分析）のコード化シス

テムを用いて量的に分析した。ローカル分析では、個々の発話に着目し、動的かつ相互構

築的なプロセスの変化を質的に分析した。何が変化のきっかけになるのかはアイデンティ

ティ・カテゴリーの観点から考察した。 

グローバル分析の結果、初対面会話では、いずれのペアにおいても NS 側が半数以上、

話題を展開しており、2 回目、3 回目と回を重ねる毎に学習者側からの話題展開の割合が

高くなってきたペアは 2 ペア（ペア B と C）であった。話題を開始する発話の種類におい

て顕著な特徴が見られたのは、情報要求の割合が高いのは NS 側で、情報提供の割合が高

いのは学習者側であった。また、IR 分析では、ペア毎の会話参加の型から一致度を調べた

ところ、全回において一致したのは 2 ペア（ペア B と D）であった。 

ローカル分析の結果、4 点のことが挙げられる。1 点目は、全ペアにおいて、非対称的

な「日本人／外国人」カテゴリー化の生成から対称的な関係を形成する相互行為が見られ

た。2 点目は、いずれのペアも、お互い良好な関係を構築したいという傾向にあることが

見られた。それは、呼称、言語の表現、言語行動などの表出から相互の関係構築が示され
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た。特に、あいづち、発話の重なり、割り込み、笑いなどが多く表出されたペアにおいて

は親近感の強いことが挙げられる。3 点目は、フォローアップ・インタビューでは、両協

力者の心的部分を垣間見ることができた。４点目は、総発話数は、相互の関係が構築され

る指標となることが挙げられる。 

総合的考察では、話題展開などの頻度や割合からは非対称的会話参加であるにせよ、人

と人との関係からすると、全体として二人の関係は親しい関係へと構築されつつあること

が明らかになった。このことから言語能力の優、劣が非対称性を決めるのではなく、人と

人とのやり取りの中で相互の関係が決まるのではなかろうかということがいえる。また、

接触場面では、NS 側の会話参加の反応が学習者側に与える影響が示された。このことか

らどちらかといえば NS 側からの歩み寄りが関係の構築に影響しているものと考えられる。

また、総発話数は二人の関係を構築する指標となると考えられる。これらのことは、教室

内活動やタスクの設計において、学習者が会話に参加しやすくなるストラテジーを取りい

れる有用性も示唆された。このような結果は、社会的な現場において、学習者と母語話者

が出会い、対話する活動を考えていくうえでの基礎研究となるものと思われる。 
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